
3
2013.2月号

　

毎
年
管
内
の
小
学
校
を

対
象
に
行
っ
て
い
る
、
農

作
業
体
験
学
習
。
子
ど

も
た
ち
へ
、
農
作
物
の
大

切
を
伝
え
て
い
ま
す
。
昨

年
は
渟
城
南
小
学
校
や
常

盤
小
学
校
な
ど
で
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
や
ネ
ギ
な
ど
を
栽

培
・
収
穫
し
ま
し
た
。
そ

の
栽
培
記
録
が
、
種
苗
交

換
会
の
学
校
農
園
展
に
出

展
さ
れ
、
常
盤
小
学
校
の

取
り
組
み
が
優
秀
賞
第
１

席
に
輝
き
ま
し
た
。

　

食
に
対
す
る
安
全
性
が

重
要
視
さ
れ
て
い
る
中
、

安
心
・
安
全
な
地
場
産
食

材
を
提
供
し
、
消
費
者

と
の
交
流
を
深
め
、
地
域

の
健
全
な
食
生
活
と
食
文

化
の
維
持
に
努
め
て
い
ま

す
。
地
区
の
女
性
た
ち
が

集
ま
っ
て
、
料
理
教
室
を

開
催
す
る
ほ
か
、
昨
年
の

種
苗
交
換
会
で
は
、
自
慢

の
地
場
産
食
材
料
理
を
、

県
内
外
の
方
へ
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
と

核
家
族
の
増
加
に
よ
り
、

地
域
で
の
交
流
や
つ
な
が

り
が
弱
ま
る
昨
今
。
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
子

育
て
中
の
家
庭
、
ま
た
災

害
時
の
避
難
な
ど
へ
の
対

応
が
必
須
と
な
っ
て
い
ま

す
。
女
性
部
で
は
、
生
活

支
援
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
、
地
域
住

民
が
安
心
し
て
、
生
き
が

い
あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

就
農
者
の
女
性
割
合
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
Ｊ

Ａ
に
お
い
て
も
、
地
域

社
会
に
お
い
て
も
、
女
性

の
役
割
は
重
要
性
を
増
し

て
き
て
い
ま
す
。
女
性
部

で
は
、
女
性
の
Ｊ
Ａ
運
営

へ
の
参
画
と
、
女
性
部
員

の
加
入
促
進
を
図
り
な
が

ら
、
住
み
よ
い
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
、
研
修
会

な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
育
成
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
、
各
地
区
で
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
催
し

て
、
地
域
住
民
と
の
交
流

を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
老

人
保
健
施
設
な
ど
へ
の

野
菜
や
タ
オ
ル
の
寄
贈
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
へ
の

声
か
け
訪
問
活
動
や
、「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
」

を
通
じ
て
、介
護
す
る
側
・

さ
れ
る
側
の
双
方
の
問
題

に
よ
り
添
え
る
態
勢
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
地
区
の
女
性
部
員

は
も
ち
ろ
ん
、
他
地
区
部

員
と
の
交
流
も
行
い
、
情

報
交
換
や
連
帯
感
の
強
化

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た

女
性
部
が
行
う
冬
期
講
座

で
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
、
仲
間
づ
く

り
の
意
識
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。
豊
か
で
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
に
向
け
、

今
後
も
Ｊ
Ａ
を
含
め
た
関

係
機
関
と
協
同
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲女性部大会で栽培体験を発表する常盤小学校児童

▲種苗交換会で地場産食材料理を振舞う女性部食堂

▲いなほの里などの介護施設へタオルを寄贈

▲ミニデイサービスで地域住民との絆を強める

▲定期的な集まりで部員同士の親睦を深める

▲地域で結束してイベント等に積極的に参加

食
農
教
育
・
地
産
地
消
運
動

助
け
あ
い
活
動

豊
か
な
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り


